
児童⽣徒の学⼒の伸びが⼤きい学校や、
非認知能⼒・学習⽅略の数値が⾼い学校
を訪問し、学校で意識して取り組んでい
ることを聞き取りました。
児童⽣徒の学⼒の伸びや、学⼒の下⽀

えとなる非認知能⼒や学習⽅略を⾼める
ために効果があると思われる取組を紹介
します。

第４章

特徴的な学校の取組
・鳥取市⽴⽇進⼩学校
・鳥取市⽴江⼭学園
・⽶⼦市⽴就将⼩学校
・境港市⽴第⼀中学校
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１ とっとり学力・学習状況調査の状況 

【学力レベル】５年生及び６年生のどちらも、国語、算数ともに県平均を上回っている。５年生の

算数では、「学力を伸ばした児童の割合」「学力の伸び」で県平均を上回っており、下位層におい

て伸びた児童が多い。６年生は、国語、算数ともに「学力を伸ばした児童

の割合」「学力の伸び」で県平均を上回っている。 

【主体的・対話的で深い学びの実施】５年生、６年生ともに、伸ばしている。 

【学習方略】５年生は、すべての項目において、６年生は、「柔軟的方略」

「認知的方略」を伸ばしている。 

【非認知能力】特に５年生は、「自己効力感」「向社会性」が県平均を上回り、伸ばしている。 

 

２ 効果があると考えられる取組 

令和５年度から２年間、県事業「子どもが伸びる授業づくりプロジェクト（小学校国語科）」を

活用して校内研究に取り組んできた。児童が生き生きと主体的・協働的に学ぶ授業づくりを目指し

て取組を進めている。 

（１）「子どもが伸びる授業づくりプロジェクト（小学校国語科）」の取組より 

①指導事項や付けたい力を明確にし、単元構成を意識した授業づくり 

国語科の授業づくりにおいて、単元における指導事   

項や付けたい力を明確にし、児童と一緒にゴールを設  

定するなど、単元構成を意識した取組の研究を進めて  

きた。説明文や物語文における指導事項について、該  

当学年だけでなく全学年の系統性を確認し、全教職員   

で共通理解・共通実践して取り組んだ。ラーニング・ 

マウンテン（※）を活用することで、児童は今日の学 

習で何をするのか、どんな力を身に付けるのかなど、見通しや意欲をもち、主体的に学習に向かう 

ことができるようになっている。また、単元構成の中に、単元で身に付けた力を発揮する場を設定 

することで、児童が「わかった」「できた」と実感できる授業づくりにも努めてきた。教科書教材 

と併せて複数の資料や本を扱うことで、児童が初読の文章の読解にも抵抗なく取り組めるようにも 

なっている。この取組を継続してきたことにより、最初は受身だった児童が、単元のゴールについ

てどうしたいかを自分たちで考えるようになるなど、主体的な姿が見られるようになってきた。 

 

 

②読み書きの体幹を強化 

児童の読み書きの抵抗感をなくすために、授業の中では、各学  

年で付けたい力や児童の実態に合わせて「３Ｚ（条件・字数・時 

間）」を設定し、記述する活動を取り入れている。また、週末の 

家庭学習として、条件付き作文、読解プリント、新聞を活用した 

作文にも取り組んでいる。これらの取組を継続してきたことによ  

生き生きと学び、主体的に取り組む児童の育成 

～鳥取市立日進小学校～ 

児童とともにつくるラーニング・マウンテン 

※ラーニング・マウンテン…「Let’s Climb the Mountains of Learning」（学びの山に登ろう）の略称で、各教科等の単元や題材の 

まとまりを“山登り”に例えたもの。（大妻女子大学 樺山敏郎教授提唱） 

条件付き作文ワークシート 

 

掲載資料の 

実物データは、 

右の二次元 

コードを参照 
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り、児童の読み書きへの抵抗感が少しずつ減少するとともに、 

学力調査等における無解答率も低くなってきた。児童の力をさ 

らに伸ばしていくために、全国学力・学習状況調査の記述問題 

で複数の条件が示されていることを踏まえ、「３Ｚ」の条件設定 

を工夫するなど、改善に向けても取り組んでいる。以上のよう 

な取組が、「学力レベル」「主体的・対話的で深い学びの実施」  

の伸びにつながっていると考えられる。 

 

（２）基礎学力の定着と児童の主体性を高める取組について 

５年生、６年生ともに、前年度は学力が二極化する傾向にあった。そこで、算数科の学習におい 

て、各学年の実態に応じて取り組んだ内容の一部を紹介する。 

①適用題の内容を工夫 

適用題として、基本的な問題から発展問題まで、３段階の問題を準備することで、児童が自ら選 

んで取り組めるようにした。「難しい問題にチャレンジしたい」と思う算数が得意な児童にとっても 

満足感が得られ、算数が苦手な児童には、取組の様子を見ながら教師がアプローチすることにより、 

「わかった」「できた」と全児童が実感できる授業づくりを目指した。 

②既習内容の復習 

  １年生から現学年までの既習内容について、特に計算領域の復習に徹底的に取り組んだ。どの学 

年のどの内容でつまずいているのか、復習問題への取組を通して、児童が自ら理解できるようにす 

ることをねらいとしている。また、定期的に復習プリントを宿題とすることにより、家庭学習でも 

取り組めるようにして学習内容の定着を図った。 

③算数単元到達度評価問題の活用 

 年度末に、学年のまとめとして、３年生から現学年までの問題を準備しておき、復習を兼ねて児 

童が主体的に取り組めるようにした。取組の中で協働的な学びの場を設定することで、「なぜ」「ど 

うして」の解決に向けて、児童が互いに学び合い、教え合う姿も見られるようになった。 

  以上のような取組が、「学力レベル」や学力の伸びにつながっていると考えられる。 

 

（３）ステップアップ週間の取組について 

中学校区の取組に「ステップアップ週間」が 

ある。中学校のテスト週間と同じ時期に、小学  

校でも「たしかめテスト」に向けた学習期間を 

「ステップアップ週間」と位置づけ、主体的に 

取り組む意識を育てることをねらっている。本 

年度の６年生では、とっとり学力・学習状況調 

査の学習方略等について、分かりやすい言葉で 

提示するとともに、「学年だより」を通して保 

護者への周知も行っている。 

また、テスト範囲の学習内容に対する自分の  

理解度を分析した上で学習に取り組み、テスト 

後に成果及び課題について自己評価している。 

決められた課題や家庭学習に取り組むだけでは 

なく、学習方法等を身に付け、自らの課題を意識して学習に取り組む姿勢を育んできた。主体的に 

取り組む意識がより高まるよう、レベルアップ課題の設定を工夫しており、これらの取組が、「主体 

的・対話的で深い学びの実施」「柔軟的方略」「認知的方略」の伸びにつながっていると考えられる。 

自己分析シート 

新聞を活用した作文のワークシート 

学習方略について発信 

ステップアップ週間 

振り返りシート 
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１ とっとり学力・学習状況調査の状況 

【学力レベル】６年生は、国語及び算数について、９年生は、国語について、県平均を上回っている。

特に、９年生については、国語の「学力を伸ばした生徒の割合」で県平均を大きく上回っている。 

【主体的・対話的で深い学びの実施】６年生、９年生ともに、大きく伸ばしている。 

【学習方略】９年生は、すべての項目において県平均を上回っており、６年生は、「柔軟的方略」「プ

ランニング方略」「作業方略」「努力調整方略」が県平均を上回っている。 

【非認知能力】６年生では「自己効力感」が、９年生では「勤勉性」が県平均を上回っている。 

     

２ 効果があると考えられる取組 

「子どもを迷わせない徹底した視覚支援と個別支援（６年）」

及び「知的好奇心を刺激し続ける単元設計と主体性を引き出す

構造化（９年）」の両輪のような取組、そして、それらを支える

「探究的な学びの土壌」（特設教科「江山かがやき科」）の中

で、子どもの実態に合わせ、教師が柔軟に「子ども目線」で授業を設計し続ける姿勢や工夫により、

上で示した項目を伸ばしている。 

 

（１）可視化とスモールステップによる「安心感」の確保と「できた！」の積み重ね（第６学年） 

①「何をするか」がひと目でわかる授業づくり 

   年度当初に、学習への集中が難しい実態があったため、徹底 

して「情報のシングルタスク化」を図った。教科書やプリン  

ト、ワークシートを即座に大型モニター等へ提示し、「今、何 

に、どのように取り組むか」という指標を視覚的に示した。仮 

に教師の指示が聞きとれなかった場合でも、このように視覚情 

報によって自走できる環境を整えることが、児童の意識集中と 

学力向上に繋がっていると考えられる。 

②スモールステップ・ワークシート 

「書くこと」への抵抗感の軽減を目指し、指導事項を明確に 

した上で児童生徒のつまずきを予想し、書く内容を限定した。 

記述する枠の大きさや問いの難易度について検証した独自のワ 

ークシートを作成し、「ここにこれを書けばОＫ」というポイ 

ントを明確にして指導を継続した。 

③「安心感」を基盤とした対話の導入 

授業の中で、個人で思考することが難しかった実態を踏まえ 

早期に、友達に教え・教えられるグループ学習（大きなワーク 

シートの共有化等）を導入した。音読では班単位の「丸読み」 

等の手法で誰もが安心して学習に参加できる環境を整えた。 

 

 

 

子どもの実態に寄り添う授業改善 
学力向上と非認知能力を育む組織的・継続的実践 

～鳥取市立江山学園～ 

大型モニター等を利用した視覚支援 

 

学習の流れがわかるワークシート 

 

スモールステップ・ワークシート 

「ワークシート」 

「手引き」等、 

実物のデータは、 

こちらの二次元 

コードを参照 
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④習熟度別学習の柔軟な運用と「学びの足跡」の可視化 

義務教育学校の強みである中学校数学科教諭との連携により、算数科において少人数指導を実施

した。基礎を固めたいグループには、プリント1枚ごとにシールを貼る等の「学びの足跡」で自分

たちの学びを可視化し、「今日は○○ができた！頑張った。」という満足感を持たせたことが、「自

己効力感」の向上につながった。また、課題をクリアする度に、教室に掲示した名札を動かしてい

く工夫を行った。児童が自分の現在位置を確認でき、「次はあそこまで行きたい」という学びの意

欲につながった。 

 

（２）国語科における単元学習の構造化（第９学年）【国語科の実践】 

①「単元学習」による見通しと目的意識の共有 

生徒自らが1年後の自分をイメージするオリエンテーションを実施 

し、学習の「着地点」を教師と生徒とで共有した。また、単元の導入時 

には「この単元でどのような力を付けるか」を明確に示し、共有した。 

②「マスターシート」による知識の定着 

文法や古典等の知識分野の定着に課題があったため、遊び心を取り入 

れた継続的な仕組みを導入し、主体的な学びを促した。具体的には、「マ 

スターシート」を活用し、クリアするごとに「ゴールド」「プラチナ」と 

ランクアップする仕組みで、向上心を持って地道な反復練習に取り組ん 

だ。この「地道に繰り返し取り組むことで課題をクリアしていく感覚」 

が、「勤勉性」の伸びに反映していると考えられる。 

③読みと書きとを繋ぐ「言語活動」 

教材文を単なる読解で終わらせず、その内容を基にした表現活動を必ず 

セットにして指導した。例えば、小説「握手」の学習では、教材文の読 

解後に主人公になりきって「ルロイ修道士への弔辞」を執筆した。その 

後、互いの作品を読み合うことで、仲間の新たな一面を発見し、対話を 

より深化させる相互評価のサイクルを構築した。このような生徒の人間関 

係の深まりが、授業での「表現活動」や「質の高い対話」を支え、知的好 

奇心を高めていると考えられる。 

 

（３）学校全体で取り組む特設教科「江山かがやき科」 

義務教育学校の強みを活かした特設教科「江山かがやき科（ＳＤＧｓ探究）」の７～９年生にお 

ける学びが、各教科の学習方略等の土台となっている。 

①試行錯誤の推奨 

教師が正解を教えすぎず、児童生徒が自分でプランを立て、修正する過程を重 

視している。このことが、わからない所を重点的に学ぶ工夫をする「柔軟的方 

略」、学習の見通しを立てる力である「プランニング方略」の伸びにつながってい 

ると考えられる。また、このような試行錯誤を繰り返す中で、難しい問題にも諦 

めずに取り組むことを継続したことが、「努力調整方略」の伸びにつながっている 

と考えられる。 

②教科等横断的な学び 

特設教科「江山かがやき科」で培った「問いを立てる力」や「情報収集の術」が、国語科や算数 

科・数学科における深い学びにつながり、全学年の伸びを生む原動力となっていると考えられる。 

 

マスターシート 

 

「握手」の授業ノート 

「握手」最後のシーンから 

国語科学習の手引き 

（ガイダンス） 

「江山かがやき科」 

ワークシート 
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１ とっとり学力・学習状況調査の状況 

【学力レベル】国語、算数ともに学力レベルが伸びている。また、５・６年生ともに、「学力を伸ばし

た児童の割合」で県平均を上回り、特に６年生の算数は下位層において伸びた児童が多い。 

【主体的・対話的で深い学びの実施】県平均を上回る。 

【学習方略】５・６年生ともに、すべての項目において県平均を上回る。特に、５年生は柔軟的方略

とプランニング方略、６年生は認知的方略の伸びが県平均を上回る。 

【非認知能力】５・６年生ともに、自己効力感が県平均を上回る。 

 

２ 効果があると考えられる取組 

（１）「子どもが主語」の授業づくりに向けて 

①コーチングの考え方を取り入れた児童への関わり 

「教師が主役」から「子どもが主役」へ、「ティーチング」から「コーチング」へと教師の意識 

を変えていくため、外部から講師を招聘して研修（全３回）を実施した。研修を通して、ティーチ 

ングだけでなく、相手が自ら気付き学びを得るように促すコーチングの姿勢、承認の大切さやＩ
アイ

 

メッセージで伝えるということを教師自身が意識するようになった。それが、児童にとって、他者 

の役に立っているという実感や人のためになることをしようという向社会性の育成にもつながった 

と考える。 

②ＩＣＴの効果的な活用 

令和６年度は、県のＩＣＴ活用教育推進校の指定を受け、効果的なＩＣＴ活用についても検討し 

た。特に、算数の学習では、導入や練習問題の場面で活用することで、児童がより学びを深められ 

るように工夫した。例えば、教師がクラスルームのストリーム上に複数の練習問題を投稿し、児童 

が自分に合ったものを選んで取り組んだり、児童の実態から、既習事項を短時間で振り返ることが 

できるフラッシュ問題を作成して提示したりした。また、端末上で問題を解くことで、児童一人一 

人の学習状況を一斉に把握し、学習の定着や個別の支援に生かすこともできた。このような取組

は、算数に苦手意識のある児童の基礎学力の定着にも効果があったと考える。 

 

 

 

 

 

③授業者が自己分析しながら振り返る 

  ５月に、教師一人一人が、自分の授業づくりの課題とめざす授業 

 像を自己分析シートへ記入した。授業研究会のたびにシートへ書き 

込み、各自がこれまでの取組の振り返りをしながら、「子どもが主語」 

に近づいているか、意識しながら取り組んだ。研究会では、授業参観 

 

自他の幸せを求め、多様な他者と協働しながら、 

主体的に学びに向かう子どもの育成 
『子どもを主語』にした楽しい授業づくりを通して 

～米子市立就将小学校～ 

クラスルームのストリーム上に練習問題 Canva で作成したフラッシュ問題 Figjam で練習問題 

自己分析シート 
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チェックシートに基づき、５つの視点に沿って５段階評 

価し、レーダーチャートで視覚化している。それを基に 

プラス・マイナス双方の視点で協議した。年間を通じて 

取り組む中で、「子どもが主語」の授業とはどのような 

ものか、めざす方向性の共通理解のもと、協議しながら 

授業づくりを進めることができた。 

④児童の主体的な学びの時間（朝の帯時間） 

  朝の帯時間（１０分間）を児童の主体的な学びの時間 

とし、全校で取り組んでいる。内容は、「漢字」 

「計算」「読書」「eライブラリー」「タイピング練習 

（らっこたん）」等の中から、児童が自分で決めてい 

る。自分が得意なことに取り組む児童もいれば、苦 

手なことに繰り返し取り組む児童もいる。「もうすぐ 

テストがあるから、今週は漢字練習をがんばろう。」 

等、児童が自分で目標を持って取り組む様子が見ら 

れる。週末（金曜日）には取組内容を振り返り、次週の取組を決めることで、週が明けたらスムー 

ズに活動に入れるようにしている。このような取組は、学習方略（柔軟的方略・プランニング方 

略）の伸びにもつながっていると考えられる。 

⑤学級経営の充実 

  普段の生活の中から、友達のやさしいところや良いところへ目を向けて意識できるように「いい

ところ見つけ」に力を入れて取り組んだ。運動会、学習発表会、宿泊体験などの行事の際には、ワ

ークシートの中に友達の良いところや自分の良いところを見つけて書く欄を設けたり、席替えをす

る際に隣の席の人の良いところを言ってから移動するようにしたりと、各クラスで工夫しながら取

り組んだ。友達から認められているという経験で、自分に自信を持てたり、やる気につながったり

する姿が見られた。 

 

（２）児童が主体となって活動する場の設定 

みんなの学校生活をよりよいものにするために、上学年の希望者が「藤の子隊」として活動してい

る。活動内容を自分たちで考えて企画書を作成し、学校長へ提出して承認されると活動に入る。これ

までに、「児童玄関ピカピカ大作戦！！」を企画して下校後の児童玄関の清掃をしたり、「廊下歩行レ

ンジャー」として校内へ廊下歩行を呼びかけたりと、児童が各自でア 

イデアを出して形にしていく中で、感謝の言葉をもらったり、達成感 

を味わったりしている。このような取組は、児童の自己効力感の高まり 

や、主体的・対話的で深い学びの実施につながっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 
企画書 

朝の帯時間の様子 

授業研究会で使用した分析シート 

藤の子隊として、「児童玄関ピカピカ大作戦！！」に取り組む様子 
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１ とっとり学力・学習状況調査の状況 

【学力レベル】数学では２，３年生ともに学力レベルが伸びており、「学力を伸ばした生徒の割合」も

県平均より高い。国語では、３年生の学力レベルが伸びており、「学力を伸ばした生徒の割合」も県

平均よりも高い。 

【学習方略】２年生は、すべての項目において、県平均を上回っている。３年生は認知的方略、プラ

ンニング方略の項目において、県平均を上回っている。 

【非認知能力】２年生は自己効力感、向社会性ともに県平均を上回っている。 

 

２ 効果があると考えられる取組 

第一中学校ではこの３年間、人権教育を土台とした「確かな学力」と「豊かな心」の育成に向け、

生徒を学習の主体者とし、学ぶ意欲を引き出すため、生徒が自ら学びを調整できる授業や「学び合

い・教え合い」によるわかる喜びを感じられる授業を日々実践し、他者と関わるときには「自分と相

手のために聴く」ことを徹底してきた。 

（１）生徒が主体的に学ぶ授業を目指して 

①学びのＭＡＰの共有 

  生徒が単元全体の見通しをもてるように学びのＭＡＰ 

を作成し、単元の初めに「この単元でつけたい力」や 

「学びの価値」を生徒と共有した。特に数学科では、 

学んだ内容を振り返り、自己の理解を深めるための復習、 

次回の学習内容を確認し、自分の問いを持つための予習 

など、自身の学びの調整に役立てている。生徒が学びの 

連続性を意識するようになったことで、わからないとこ 

ろや要点をつかんだ状態で授業に向かえるようになった。 

この取組が、学習方略の努力調整方略、プランニン 

グ方略の値の伸びにつながっていると考えられる。 

②アウトプットの機会を充実させた授業づくり 

  どの教科においても、生徒同士の対話の時間を大切にするために、１時間の授業の中に必ず自分

の考えを持つための個人思考の時間と、考えを伝え合うアウトプットの時間を確保することで、全

員が「わかった」「できた」という実感を持てるようにしている。数学科では、アウトプットの視点

（数学用語や式を使うこと、理由も伝えること）を、単元を通して繰り返し伝えている。さらに、

間違えた問題を誰かに説明することを想定した解説作り、まとめを生徒の言葉で書くなど、「自分の

言葉で伝える」ことを意識させた活動を続けたことで、相手に分かるように説明しようと、教え合

いの中にも工夫がみられるようになった。これらの取組で生徒同士が互いの考えを認め合う場面が

増え、学び合いの質が向上し、より多くの生徒の学力を伸ばすことにつながったと考えられる。 

 

確かな学力と豊かな心を育み、 

           これからの社会を生き抜く生徒の育成 

「生徒が主体的に学ぶ授業」と「勇気づけ教育」の組織的展開を通して 

～境港市立第一中学校～ 

 数学科 学びのＭＡＰ 
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（２）「豊かな心」と「勇気づけ教育の組織的展開」を目指して 

①学校全体で非認知能力を高めるための組織的な取組 

  非認知能力等調査アプリ「見え～る」を活用し、学期ごとの生徒の非認知能力の変化を見取って

いる。アンケートの結果から見える学校の強みや学年ごとの特徴、学校全体の課題を見える化し学

期ごとの取組を振り返り分析することで、授業改善や教育相談での個々の生徒に応じた適切な支援

につなげている。また、結果を生徒に提示することで、生徒自身に自分の強みや自分に合った学び

方など、自己を見つめるきっかけとなるよう活用している。これらの取組が、各学習方略、非認知

能力（自己効力感）の値の伸びにつながっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自他ともに認めあえる学級集団、仲間づくり 

全学級で学級力チャートを実施し、その結果をもとに各学期 

に学級会を行い、自分たちの学級をよくしていくために何を頑 

張るのか話し合ってきた。集団の一員としての自覚を深め、協 

力してよりよい学級を築こうとする自主的、実践的な態度を育 

てている。また、毎日の帰りの会での１分間スピーチ、毎週木 

曜日の帰りの会を１０分間延長し、「一中タイム」として仲間 

づくりのためのグループワーク（アドジャン、絵しりとり、ク 

イズなど）を行ってきた。これらの活動を継続してきたことが、 

相手の話を聴く態度、受け止め方のスキルの向上につながり、 

向社会性ややり抜く力、自己効力感などの非認知能力の値の伸びにつながっていると考えられる。 

非認知能力分析まとめ 

学級力チャート 

Ⅱ 学年の非認知能力の分析 

 

強み：自己肯定感が高く（９０％前後）、人間関係も良好。 

  学習集団として安心感が育ちつつある。 

課題：「挑戦・粘り強さ」で差が出ており、困難に直面 

した時の粘りが弱め。 

提案：文化祭などの行事で「やりきる経験」をさせる。 

 
Ⅲ 学校全体の非認知能力の分析 

Ⅳ 分析結果を活用した具体的な支援 

・学校として粘り強さが課題であることから、最後まで諦めずに課題に取り組むことができるよう、どの授業でも 

学びを自分で選択できる場面を授業で設定するなど、授業改善のきっかけに役立てている。 

・担任は、学期ごとの教育相談アンケートの結果をもとに、生徒の非認知能力の変容を見ながら教育相談を行ってい

る。生徒自身が自覚していない自分の強みや、よくなったところを個人に返すことで、生徒のよさを認めるきっか

けに活用している。 

Ⅰ 教育相談（非認知能力）アンケート 

「見え～る」から抜粋 


